
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例理事会 9 月 22 日（金）議決事項 

①  給与規程改定  

②  文書管理規程改定  

③  非会員の職員発生に伴い、6 つの規程の

対象者の改定  

新 た な 年 に な り 1 か 月 が 経 ち ま し た 。 清 水 事 業 所 で は い つ

も と “ 集 団 支 援 で キ ラ キ ラ ！ ！ ” 変 わ ら ず ヘ ル パ ー さ ん や ご

利 用 者 、 サ ー ビ ス 事 業 所 か ら の 電 話 が 入 り 、 慌 た だ し い 日 々

を 送 っ て い ま す 。  訪 問 し た ご 利 用 者 の 様 子 も そ の 日 の う ち

に 変 化 を 聞 き 取 る こ と が で き て い ま す 。 い つ も の 日 常 で す

が 、 昨 年 9 月 は 違 い ま し た 。  

台 風 1 5 号 に よ り 今 ま で 経 験 し た こ と の な い 水 害 、 断 水 が

起 こ り ま し た 。 事 業 所 ス タ ッ フ は 自 ら も 被 災 し て い る 中 で 、

ヘ ル パ ー と 協 力 し て ご 利 用 者 に 緊 急 対 応 し ま し た 。 一 人 暮 ら

し で 食 料 や 水 に 困 っ て い な い か な ど 頭 の 中 は フ ル 回 転 で す 。

ま た 、 ヘ ル パ ー さ ん た ち の ス マ ホ に 3 3 名 の グ ル ー プ ラ イ ン

を 開 設 し た こ と に よ り 、 お 互 い の 情 報 を 共 有 す る こ と が で

き 、 ヘ ル パ ー さ ん た ち か ら も 心 強 か っ た と 声 が あ が り ま し

た 。  

手 さ ぐ り で 対 応 し た こ と ば か り で 、 今 と な っ て は 少 し ず つ

ぼ ん や り と し て き て い ま す が 、 隣 近 所 が お 互 い を 支 え あ っ た

こ と は 今 で も 地 域 の 力 強 さ と し て 忘 れ ら れ ま せ ん 。 ま だ ま だ

復 興 で き ず 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 支 援 も 続 い て い ま す 。  

季 節 の 変 わ る 節 目 の 節 分 を 前 に  厄 を 払 い 昨 年 の 災 害 を 教 訓

に 変 え 穏 や か に 通 常 の 生 活 を 送 っ て い き た い と 思 い ま す 。 清

水 事 業 所 の 開 設 当 初 に 頂 い た 胡 蝶 蘭 も 芽 が 出 て 春 を 待 っ て い

る よ う で 楽 し み で す 。  

事業所  

リレー  

つうしん  

ｔ h i s  m o n t h  

1 0 月  

長年、産業医の先生を探してきましたが、なかなか受けてくださる方

が見つからず、ようやく 3 年前の 2020 年 10 月小田先生が夢コープ

の主旨に賛同、契約となり大感激でした。 

それ以来、毎月第 4 火曜日に中部事業所に来ていただき、スタッフや

ヘルパーが受けた健康診断の結果の確認・検査の助言、ストレスチェック

の結果についても対応をお願いしています。精神科が専門のため、『高齢

者の鬱・認知症について』『様々なご利用者と関わる上でのメンタルの持

ち方』『障害ごとの傾向と対処方法』など話を 

聞く機会が持てることはとても心強いです。 

「先生が来た時に聞いてみよう」と、頼りに  

させてもらい、援助方法の見直しにつながって 

います。「先生頼りにしています。」 

居宅介護支援  
要介護  総合支援  

482 名  

 

201 名  

 

8 月度活動結果報告  

施設名  開所日  

7 . 1 5 名  どうぞの家  2 6 日  2 1 名  

5 . 3 7 名  2 7 日  1 3 名  

6 . 0 5 名  1 8 日  2 7 名  

夢コープ職員数  338 名  実働数  323 名  

活動時間数  事  業  

2,194.25 時間  くらしの助け合い  

4,619.75 時間  介護保険  訪問系サービス  

1,751.50 時間  障害福祉サービス  

交通安全スローガン  

慣れた道  無事故続ける  帰り道  

 
【安全運転の視点】 

 

① 一点だけを注視したり、ぼんやり見て

いるのはダメ！絶えず前方に注意する

とともにルームミラーやサイドミラー

などによって周囲の交通状況に目を配

りましょう。また、高速になると視力

が低下し、特に近くのものが見えにく

くなります。 

② 疲労の影響は、目に最も強く現れます。

疲労度が高まると見落としや見間違い 

が多くなるので、気をつけましょう。 

③ 明るさが急に変わると、視力は一時急

激に低下します。トンネルに入る前や

出る時は速度を落としましょう。また

夜間は、対向車のライトを直視しない

ようにしましょう。     

 
 

 

 

 

 

 

関係者から集まってくる情報を整理し、

支援に繋げています。  

私たちはヘルパーやデイ職員として

ご利用者の近くで接していますが、その

時にポロっと出た本音を聞くことがあ

ります。また、これまでの思い出や家族

との関わりなどその方の歴史を知る機

会も多いです。これらの情報は他の情報

と繋げることで大きな意味を持つこと

があります。新しい発見があったら、ぜ

ひサ責や Co.またはデイの管理者に伝え

てください。ケアマネジャーに伝えます。 

情報を共有することは、個ではなく

チームでご利用者を支えているという

こと。ケアマネジャーを含めた一体感の

あるチーム作りを目指していきたいと

思います。  

 

 

理事長 杉井 初世 
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毎年夢コープではケアマネジャーを対

象にスーパーバイズ研修を行っていま

す。初めに事例提供者のケアマネジャー

から、ご利用者の基本情報や支援の経緯

について説明があります（名前や住所は

伏せられています）。参加者はこの説明

と事前資料からご利用者の生活や思い

などを想像し、不明なことに対して様々

な質問をします。それらの質問に事例提

供者が回答するというやり取りが何度

も行われます。  

このような過程から、ケアマネジャー

自身が今までと異なる視点を見つけ、別

の角度からご利用者や家族を理解して

いく必要があることに気づきます。どう

関わっていくべきかの悩みに光が見え

てきます。  

この研修から分かるのは、ご利用者を

理解し援助するには情報がいかに大事

かということ。ケアマネジャーは様々な  

Ａさんはサラダの野菜についているドレッシングのバジルを小さな虫と見間違え

ていたために食事をとろうとしませんでした。  

 

ご飯の上にのったふりかけを虫だと思い込むなど、食事の見た目に原因があること

があります。その他、口内炎や虫歯、入れ歯が合わなかったりしていること、便秘

や薬の副作用、手首の関節痛等、さまざまな原因が考えられます。自分で訴えるこ

とが苦手になっているので、日ごろから観察し、本人の立場になって原因を推測し、

適切にサポートすることが大切です。  

対応のポイント 

 事例 5.   「サラダが怖い」と食べないＡさんの心の中は？  

認知症の「なぜ？」  

「どうして？」    シリーズ 新  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光を感じる組織である網膜に異常がみら

れる遺伝性の病気で、日本では人口 10万

人に対し 18.7人の患者がいると推定され

ています。 

特徴的な症状は、夜盲（やもう：暗いとこ

ろでものが見えにくい）、視野狭窄（視野

が狭い）、視力低下の 3 つです。 

進行性の疾患です。 

目の表面に広がっている涙が失われ、目の

不快感や見えにくさを生じる病気です。日

本で 2200万人もの患者がいるといわれ、

さらに増加しつつあります。 

症状は「目がかわく」だけでなく、「かすむ」

「まぶしい」「疲れる」「痛い」「ゴロゴロする」

「赤い」「涙が出る」「目ヤニがでる」など、

さまざまです。 

参考 日本眼科学会ホームページ、他  

 何かの病気やけがなどで視力が低下したり視野が狭くなったとき（または、

そうなりそうなとき）、眼科では検査をして、その治療を行います。しかし、

今の医学では残念ながら、治療効果が十分得られずに、視覚障害に至ることも

あります。少しでも保持されている機能を最大限に活用し、できるだけ快適な

生活を送れるよう支援する眼科医療や福祉の事を、「ロービジョンケア」と

言います。  

 拡大鏡、遮光メガネ、歩行訓練、白杖など、中には慣れるまで繰り返し練習

しなければいけないものもあります。眼科や自治体の福祉担当窓口で最新情報を

キャッチできるようにしておくと心強いです。  

【 同行援護 】  

視覚障害者の外出を援助します。 

夢コープでは、今年 8月には一カ月で 36人の方の同行援護を行っています。 

「同行援護」の業務内容は

と厚生労働省で定めています。情報提供には「言葉によるもの」と「同行援護

従事者の体の動きから伝わるもの」があります。また、『場面や動きが変化するときには、必ず

しっかり止まること』『止まったら目の前の状況やこれからの動きを、なるべくわかりやすい

言葉や手で導くこと』で伝えます。 

この仕事に関わるためには、「同行援護従業者養成研修」を受講する必要があります。夢コープ

では申請により、受講費用の補助金を（受講料の半額、千円未満は切捨て）支給しています。  

興味のある方は事業所にお問い合わせください。 

 

例えば、 

・週 2回、1回 2時間の散歩を兼ねた買い物    

・通院の付き添い     ・美術館の見学 

・映画館の付き添い   ・会議の出席    

・お墓参りの付き添い  他 

目の愛護デー 

情報の約 80％は目から入ります。 

見る、聴く、嗅ぐ、触る、味わう。私たちは五感から世界を知ります。なかでも目からの情報
は、全体の約 80％を占めると言われています。 

17 才の約 3 割が、0.2 以下の裸眼視力です。 

合わない眼鏡やコンタクトレンズは、目と体に負担をかけます。また、見えにくいのは他の

病気が原因かもしれません。 

年間 100万件もの白内障手術で、多くの人が視力を取り戻しています。 

白内障は、目の中のレンズが濁る病気。年をとるとかかりやすく、世界では多くの人がこの
病気で視力を失っています。でも今の日本では痛みの少ない安全な手術で白内障を治す

ことができます。 

毎年 1万人に 1人が網膜剥離になっています。 

ものを見るための神経の膜、網膜がはがれる目の病気を網膜剥離といいます。視界にひも
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の低下を引き起こす恐れがあります。物がゆがんだり、暗く見えたら、眼科へいきましょう。 

40 歳以上の 20人に 1人が緑内障です。 

緑内障は、眼圧で視神経が駄目になり、視野が欠ける病気です。自覚症状があまりなく、進
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糖尿病により網膜の血管が障害され、眼底出血を起こす病気です。気づかない間に進

行し、自覚症状が現れた時は、すでに失明の危機に瀕していることがあります。 
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